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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、癌胎児性抗原関連細胞接着分子（CEACAM）ファミリーのメンバーをコードしています。CEACAMは、いくつかの細菌性病原体が宿主細胞に結合し侵入するために利用します。コードされている膜貫通タンパク質は、低分子GTPase Racに依存して、いくつかの細菌種の貪食を誘導します。この遺伝子は、自然免疫系によるヒト特異的病原体の制御において重要な役割を果たすと考えられています。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。
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	CEACAM6 抗体を使用した HepG2 マウス脳溶解物中の CEACAM6 のウエスタン ブロット分析。
	

	CD66c/d 抗体を使用した HEPG2 溶解物中の CEACAM6 のウエスタンブロット分析。

